
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

令和 5年１０月６日 

野田市立木間ケ瀬小学校 

校 長   松藤 有里 

 新しい学年がスタートしてから６か月、木小の子どもたちは、明るい笑顔で元気いっぱ

い生活してきました。本日、無事に前期が終了できましたのも、保護者の皆様のご理解、

ご協力のおかげと感謝しております。ありがとうございました。私自身、この半年間で名

前と顔が一致した児童が増えました。また、木小っ子の良いところをたくさん発見するこ

ともできて、日々子どもたちにパワーをもらっていました。 

 さて、今日、担任から一人一人に通知票を手渡しました。私は、全員の所見を読みまし

たが、限られた文字数では伝えきれない一人一人の頑張りや今後への期待等、様々な思い

をもって担任は通知票を作っているのだということを感じました。 

今日は、各家庭で通知票を一緒に見ながら、前期頑張ったことを大いにほめてあげてく

ださい。そして、後期にはどんなことを頑張りたいのか、気持ちを新たにできるよう、３

連休中に前向きな声掛けを是非お願いします。 

 

校長室だより 

 昨日は、150周年記念行事として、「全校体育 with チー

バくん」「大相撲『木間ケ瀬場所』」で盛り上がりました。 

 2時間目、全校体育で体育館に集まった児童の前に、チー

バくんが登場すると、子どもたちは大喜び！元気いっぱい

に体を動かしていました。 

さらに、木間ケ瀬小学校の卒業生、桐山親方（元旭日松）

も大島部屋の弟子たち（旭丸、旭水野）と共に来てくれまし

た。準備運動では、力士の体の柔軟性に驚いたり、相撲対決

では、大きな体に全力でぶつかりその強さを実感したり、貴

重な体験の場となりました。親方が、「どんな夢でもいいか

ら、夢をもつことが大切だ。」「『夢は〇〇です。』と言える子

どもであってほしい。」と力強く話してくれました。 

 「木間ケ瀬小の子どもたちは、素直でいい子たちばかりで

すね。」と木間ケ瀬の後輩たちの質問に丁寧に答えてくださ

った桐山親方との楽しい時間はあっという間でした。 

木間ケ瀬小の 150年の歴史の中には、様々な分野で活躍

している先輩方がいることを身近に感じる機会となったよ

うです。 

※さらに詳しい様子は、学校 HP をご覧ください。 


